
③キャリア教育(進路指導を含む) 
  
 
一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる
能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育です。 
 
 

  キャリア教育とは？ キャリア教育によって育成する力とは？ 

 
 

・特定の活動や指導方法に限定されるものではなく、 
 学校教育全体を通して実践されるものです。 
 
・子ども自身が「学び続けたい」「働き続けたい」と強 
 く願って、それを実現させていく姿がキャリア教育の 
 めざす姿です。 

 

 人間関係形成・ 
     社会形成能力 

               
 

キャリアプランニング能力 
学ぶこと・働くことの目的・意義の
理解、生き方の多様性の理解、
将来設計など 

課題対応能力 
 

情報の理解・選択・処理、課題
発見、計画立案、実行力など 

自己理解・自己管理能力 
 

自己の役割の理解、自己の動機
付け、忍耐力、主体的行動など 

相互に関連 

基礎的・汎用的能力を構成する４つの能力 

キャリア教育と様々な教育活動とのつながり 

キャリア教育は、新しい取組みではありません。 
今まで培ってきた教育活動をキャリア教育の視点から(=基礎的・汎用的能力を構成する4つのフィルターを通して)見直し、関連付け
てみましょう。 
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      教  科 
教科で学ぶことが将
来や社会とどのように
つながっているか実
感できるような要素
を取り入れる 
（例：実社会の現
象とのつながりを取り
入れた授業など） 

 

 

  学校生活 
自らの役割を自覚し、
協力しながら、責任
をもって取り組む要
素を取り入れる
（例：係り活動、
日直、清掃など） 

 
 

 

   道  徳 
人間としての生き方
についての自覚を深
めるような要素を取り
入れる 
（例：自己理解、
他者理解を促す授
業など） 
  
 

 

  特別活動 
コミュニケーションや
チームワークの要素
を取り入れる 
（例：学級活動、
児童生徒会、学校
行事など） 

総合的な 
   学習の時間 
人間としての生き方
についての自覚を深
めるような要素を取り
入れる 
（例：職場体験、
就業体験、ボラン
ティア活動など） 
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   高等学校 現実的探索・ 

     試行と社会的移行準備 
 

    中学校  
     

小学校  進路の探索・ 
      選択にかかる基盤形成 

キャリア教育の視点をもって取り組むことによって、それぞれの教育活動を「キャリア教育」につなぐことができます。 

▶学習への興味   
  関心や目的意  
  識の向上 

▶生活上の役割を   
   果たす責任や連 

   帯感を育てる 

▶自己の生き方 
   について自覚 
   を深める 

▶よりよい人間 
  関係を築く力 
  を育む 

▶主体性や課題 
   解決力を育む 

現実探究と暫定的選択 

他者の個性を理解する力、コミュニ
ケーション・スキル、リーダーシップなど 


